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い
。
誌
面
で
は
ほ
か
に
、
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ

Ｕ
Ｋ
社
の
マ
ー
ク
・
ブ
レ
ン
氏
か
ら
の
寄

稿
「
よ
り
良
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
生
産
の
た
め

の
ア
ミ
ス
タ
ー
イ
ン
フ
ァ
ロ
ー
」
と
Ｊ
Ａ

め
む
ろ
の
営
農
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

柴
田
秀
己
氏
に
よ
る
「
馬
鈴
し
ょ
栽
培
に

対
す
る
イ
ン
フ
ァ
ロ
ー
処
理
効
果
確
認
」

を
掲
載
し
て
い
る
。　
　
　
（
永
井
佳
史
）

第３回インファロー技術研究会

ポ
テ
カ
ル
編
集
部
（
当
社
内
）
は
２
月

27
日
、
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
第
３
回
イ
ン
フ

ァ
ロ
ー
技
術
研
究
会
を
北
海
道
帯
広
市
の

ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広
で
開
い

た
（
協
賛
：
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ 

ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社
）。
当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候

で
遠
方
か
ら
の
来
場
予
定
者
に
欠
席
者
も

出
た
が
、
こ
の
技
術
に
関
心
の
あ
る
生
産

者
ら
１
０
０
人
余
り
が
集
ま
り
、
日
本
で

の
取
り
組
み
の
現
状
に
耳
を
傾
け
た
。

こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
と
し
て
、
本
誌

２
０
１
５
年
１
月
号
の
「
独
断
注
目
商
品

R
E

V
IE

W

」
で
株
式
会
社
や
ま
び
こ
の

植
溝
内
土
壌
散
布
機
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
そ
こ
で
も
触
れ
た
が
、
植
付
時
植
溝

内
土
壌
散
布
を
意
味
す
る
イ
ン
フ
ァ
ロ
ー

（in-furrow
）
な
る
技
術
が
日
本
に
紹
介

さ
れ
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
。
こ
の
使
用

時
期
・
使
用
方
法
で
の
日
本
に
お
け
る
農

薬
登
録
が
取
得
さ
れ
た
の
は
４
年
前
の
11

年
10
月
の
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当

時
は
国
産
機
が
存
在
せ
ず
、
そ
の
開
発
を

呼
び
か
け
る
た
め
に
イ
ン
フ
ァ
ロ
ー
技
術

が
テ
ー
マ
の
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
技
術
セ
ミ

ナ
ー
（
第
１
回
の
位
置
づ
け
）
を
12
年
12

月
に
催
し
た
。
そ
れ
か
ら
２
年
、
試
作
機

は
２
年
間
の
現
地
試
験
を
経
て
、
昨
年
12

月
に
発
売
さ
れ
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、
機
械
の

共
同
開
発
を
行
な
っ
た
シ
ン
ジ
ェ
ン
タ 

ジ
ャ
パ
ン
の
ソ
ル
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
部
北
海
道
担
当
の
平
田
明
靖
氏

か
ら
「
イ
ン
フ
ァ
ロ
ー
技
術
の
開
発
経
緯

と
今
後
に
向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
が
あ

っ
た
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
薬
剤
の
適
用

拡
大
の
ほ
か
、
現
状
の
登
録
で
対
象
と
し

て
い
る
黒
あ
ざ
病
と
同
じ
病
原
菌
な
が
ら

菌
群
の
異
な
る
も
の
が
他
作
物
で
発
生
し

て
い
る
と
い
う
報
告
だ
。

話
が
前
後
す
る
が
、
や
ま
び
こ
の
機
械

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
イ
ン
フ
ァ
ロ
ー
専
用
機

で
は
な
い
。
同
社
の
発
表
者
で
あ
る
国
内

営
業
本
部
営
業
部
防
除
機
械
課
の
佐
藤
広

志
氏
か
ら
は
こ
ん
な
開
発
の
意
図
が
語
ら

れ
た
。

「
薬
液
タ
ン
ク
を
ト
ラ
ク
タ
ー
の
前
方
に

設
置
す
る
の
は
既
存
の
機
械
に
取
り
付
け

る
こ
と
が
主
眼
に
あ
る
一
方
、
散
布
装
置

と
一
体
型
で
は
な
く
、
別
に
す
る
こ
と
で

ポ
テ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー
以
外
の
作
業
機
へ
の

展
開
を
見
越
し
た
こ
と
に
よ
る
。
今
回
の

ポ
テ
ト
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
装
着
は
メ
ー
カ

ー
や
２
畦
機
、
４
畦
機
を
問
わ
ず
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
へ
の
対
応
を
考
え
、
蛇
腹
管
を

鉄
材
の
フ
レ
ー
ム
に
は
わ
せ
て
散
布
ポ
イ

ン
ト
ま
で
持
っ
て
い
く
構
造
に
し
て
い

る
」機

械
に
は
汎
用
化
の
可
能
性
が
あ
る
。

前
述
の
病
害
に
関
し
て
農
薬
メ
ー
カ
ー
他

社
を
含
め
た
農
薬
登
録
に
つ
な
が
れ
ば
、

イ
ン
フ
ァ
ロ
ー
技
術
が
よ
り
普
及
し
や
す

く
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。

な
お
、
詳
細
は
『
ポ
テ
カ
ル
』
２
０
１

５
年
４
月
号
の
特
集
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

▲

2015年2月27日
　（北海道帯広市）

やまびこ製インファロー散布機。価格は 70 万 2,000
円（税込）。

インファローに適用のある農薬を持つシンジェンタ ジャパンとその
国産機を開発したやまびこをはじめ、現地試験を重ねる JA めむろと
カルビーポテトから発表があった。
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農村経営研究会2015年第１回定例研究会

「なぜイタリアの村は美しく元気なのか」

㈱
農
業
技
術
通
信
社
は
２
月
23
日
、
農

村
経
営
研
究
会
２
０
１
５
年
第
１
回
定
例

研
究
会
を
東
京
都
高
田
馬
場
で
開
催
し

た
。
農
村
経
営
研
究
会
は
、
有
志
の
農
村

経
営
者
と
企
業
人
が
業
種
や
地
域
を
超
え

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
農
業
・
農
村
の
事

業
開
発
を
と
も
に
進
め
て
い
く
た
め
の
実

践
的
研
究
会
で
あ
る
。

今
回
は
、
京
都
府
立
大
学
生
命
環
境
科

学
研
究
所
の
教
授
で
あ
り
、『
な
ぜ
イ
タ

リ
ア
の
村
は
美
し
く
元
気
な
の
か
』
の
著

者
の
宗
田
好
史
氏
を
講
師
に
迎
え
、
講
演

会
と
検
討
会
を
行
な
っ
た
。
以
下
、
宗
田

氏
の
講
演
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

イ
タ
リ
ア
の
農
村
が
現
在
の
よ
う
に
美

し
く
元
気
な
の
は
、
４
つ
の
出
来
事
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
65
年
の
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ス
ト
協
会
の
発
足
に
よ
り
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
反
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
に
端
を
発
す
る
86
年
の
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
協
会
の
発
足
、
99
年
の
ス
ロ
ー
シ

テ
ィ
協
会
の
発
足
、
そ
し
て
、
04
年
の
ト

ス
カ
ー
ナ
州
の
オ
ル
チ
ャ
渓
谷
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
４
つ
の
出
来
事
の
裏
で
、
農
村

で
は
３
つ
の
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い

た
。
57
年
に
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
欧
州
共
通
農
業

政
策
）
が
ス
タ
ー
ト
し
、
90
年
代
に
は
バ

カ
ン
ス
と
観
光
の
緩
や
か
に
転
換
し
、
90

～
00
年
代
に
は
村
づ
く
り
の
主
役
が
多
様

化
し
て
女
性
と
企
業
が
台
頭
し
て
き
た
。

イ
タ
リ
ア
の
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
は
、

都
会
の
人
が
休
暇
に
農
村
に
行
き
、
農
家

に
宿
泊
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
宿
泊
者
は

特
に
何
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
日
常
か
ら

離
れ
、
た
だ
ゆ
っ
く
り
と
同
じ
宿
に
滞
在

し
て
余
暇
を
楽
し
む
。

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
は
、
70
年
代
半
ば

に
国
の
政
策
と
し
て
普
及
し
た
。
１
９
８

５
年
に
は
、農
村
観
光
枠
組
法
が
成
立
し
、

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
事
業
は
、会
社
経
営
、

個
人
経
営
、
個
人
グ
ル
ー
プ
の
３
つ
の
形

態
の
農
業
事
業
者
が
行
な
う
集
客
接
客
事

業
と
し
て
定
義
さ
れ
た
。
従
事
者
の
社
会

保
障
制
度
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
が
国
が
側
面
か

ら
支
援
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ
は
、
特
に
90
年
代

か
ら
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
ア
グ
リ
ツ
ー

リ
ス
ト
協
会
が
発
足
し
た
こ
ろ
は
、
と
り

あ
え
ず
農
家
に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
と
い
う

も
の
だ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
き
れ
い
な
民

宿
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
そ

の
多
く
は
、
空
き
家
を
活
用
し
て
お
り
、

あ
ま
り
手
を
加
え
ず
シ
ン
プ
ル
な
造
り
の

ま
ま
だ
が
、
清
潔
で
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家

具
や
民
族
文
化
財
を
う
ま
く
活
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
食
事
が
お
い
し
く
な
っ
た
こ

と
も
大
き
い
。
逆
に
言
え
ば
、
野
菜
や
ワ

イ
ン
、
肉
な
ど
、
食
事
が
お
い
し
く
な
け

れ
ば
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
な
い
。
ア

グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
当
初
、
夏
だ
け
需
要

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
10
年
は
、
春
の
イ
ー

ス
タ
ー
、
秋
か
ら
冬
の
収
穫
時
期
、
ク
リ

ス
マ
ス
時
期
も
需
要
が
あ
る
。
ア
グ
リ
ツ

ー
リ
ズ
モ
は
、
大
中
小
零
細
農
家
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
規
模
で
経
営
さ
れ
、
素
朴

な
と
こ
ろ
も
贅
沢
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
つ

ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。

イ
タ
リ
ア
の
食
文
化
と
な
っ
た
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
は
、
米
国
と
の
農
業
競
争
に
も
関

係
し
て
い
る
。欧
州
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
っ
て
、

農
村
で
ゆ
っ
く
り
滞
在
す
る

ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
モ

農
村
文
化
と
し
て
成
り
立
つ

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ講師の宗田好史教授。

※アグリツーリズモ =イタリアの取り組み。アグリツーリズム =欧州全体の取り組み
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戦
後
の
食
料
調
達
先
と
し
て
頼
っ
て
い
た

米
国
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
脱
却
し
、

欧
州
の
農
産
物
の
国
際
競
争
力
を
つ
け
て

き
た
。
食
文
化
に
つ
い
て
は
一
概
に
言
え

な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
イ

タ
リ
ア
で
は
米
国
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド

に
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
へ
の
対
抗
を
背
景

に
始
ま
っ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
は
、
お

い
し
い
、
き
れ
い
、
正
し
い
、
つ
ま
り
環

境
へ
の
配
慮
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
展

開
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
食
生
活
は
、
量
か

ら
質
へ
、
よ
り
健
康
志
向
や
環
境
志
向
に

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の

理
念
は
地
産
地
消
で
、
地
域
の
中
で
育
て

ら
れ
た
牛
の
ミ
ル
ク
か
ら
チ
ー
ズ
を
作

る
、
地
域
で
栽
培
し
た
ブ
ド
ウ
で
ワ
イ
ン

を
つ
く
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。ま
た
、

家
畜
を
放
牧
す
る
こ
と
で
健
康
に
育
て
、

土
壌
の
有
機
物
を
確
保
し
て
い
る
。

実
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
関

係
の
食
品
企
業
の
売
り
上
げ
の
17
～
18
％

は
、日
本
市
場
が
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、

消
費
者
の
世
界
に
お
い
て
は
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
が
広
が
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
有
機
野

菜
を
購
入
し
て
食
べ
る
こ
と
と
、
イ
タ
リ

ア
の
よ
う
に
文
化
と
し
て
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
異
な
る
と
い
う
認

識
が
必
要
だ
。

一
方
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
運
動
で
は
、
農

村
の
広
告
物
規
制
を
重
視
し
て
い
る
。
イ

タ
リ
ア
の
農
村
に
は
か
つ
て
、
都
会
の
広

告
が
あ
ふ
れ
て
い
た
が
、
外
か
ら
来
る
人

の
た
め
に
田
舎
を
発
信
す
る
広
告
と
し

て
、
お
い
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
、
お

い
し
い
農
産
物
が
あ
る
と
い
う
必
要
最
小

限
の
広
告
で
良
い
。
こ
の
取
り
組
み
が
、

04
年
に
オ
ル
チ
ャ
渓
谷
が
文
化
的
景
観
と

し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
つ

な
が
る
。

イ
タ
リ
ア
で
は
国
民
文
化
の
中
に
、
農

村
に
行
け
ば
人
間
性
を
取
り
戻
し
寛
容
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
、
自
然
食
材
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
を
提
起

し
て
き
た
。農
村
文
化
を
21
世
紀
の
今
日
、

ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
大
き
な
枠
の

中
で
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
、

さ
ら
に
観
光
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
美
し
い
村
に
は
、
４
つ
の

原
理
・
原
則
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

農
業
が
創
造
性
を
発
揮
し
豊
か
な
産
業
に

転
換
す
る
、
質
の
高
い
も
の
を
つ
く
り
国

内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
る
、
農
村
そ
れ

ぞ
れ
の
環
境
や
景
観
が
世
界
的
な
評
価
を

受
け
る
、
そ
の
結
果
、
農
村
文
化
と
農
村

生
活
が
尊
敬
の
的
に
な
る
。　

日
本
で
も
既
に
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
農
村
と
農
業
計

画
の
舵
を
ど
う
切
っ
て
い
く
か
、
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
を
ど
う
つ
く
っ

て
い
く
か
、
今
後
、
合
理
的
な
整
理
が
必

要
だ
ろ
う
。

訂
正
と
お
詫
び

本
誌
２
月
号
「
農
村
経
営
研
究

会　

第
４
回
定
例
会　

農
業
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の

取
り
組
み
」
の
記
事
に
お
い
て
、

一
部
、
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
の

講
演
に
関
す
る
記
事
で
、「（
新

日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
が
）

も
う
一
つ
、
国
の
事
業
の
『
オ

ン
ラ
イ
ン　

ア
グ
リ　

ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
』
を
受
託
し
て
い

る
」
と
の
記
述
を
次
の
よ
う
に

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

「
も
う
一
つ
、『
オ
ン
ラ
イ
ン

　

ア
グ
リ　

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
』
と
い
う
国
の
事
業
を
紹
介

す
る
。
こ
れ
は
、
サ
ラ
ダ
ボ
ウ

ル
の
田
中
進
氏
が
受
託
者
で
、

農
林
水
産
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー
の
前
セ
ン
タ
ー
長
で

あ
る
大
久
保
和
孝
氏
が
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
分
の

講
師
を
務
め
て
い
る
」

若い世代が積極的に発言した。
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２０１５年度
土を考える会　総会・研修会

北海道・中央支部

北
海
道
土
を
考
え
る
会 

中
央
支
部
の

冬
期
研
修
会
が
2
月
23
～
24
日
に
上
富
良

野
町
の
土
の
館
（
研
修
室
）
で
行
な
わ
れ
、

約
50
名
が
集
ま
っ
た
。

北
海
道
土
を
考
え
る
会
・
中
央
支
部
支

部
長
の
田
村
裕
良
氏
の
挨
拶
で
開
会
。
続

い
て
、
講
演
＆
Ｇ
Ｐ
Ｓ
実
例
紹
介
の
第
一

弾
と
し
て
、
村
上
寛
貢
氏
（
北
海
道
美
幌

町
・
㈲
ト
ッ
プ
ア
グ
リ
代
表
）
が
「
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
用
い
た
農
業
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
、

導
入
経
緯
や
畑
作
で
の
活
用
例
に
つ
い
て

話
し
た
。
独
自
に
開
発
し
た
安
価
な
Ｇ
Ｐ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
用

途
を
分
け
て
活
用
し
て
い
る
。

続
い
て
、
実
例
紹
介
の
第
二
弾
と
し
て

水
間
健
詞
氏
（
北
海
道
名
寄
市
）
か
ら
、

水
田
で
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
事
例
が
紹
介
さ

れ
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
防
除
機
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
装
着
し
て
、
乾
田
直
播
の

効
率
作
業
を
実
践
し
て
い
る
。

そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
㈱

ニ
コ
ン
・
ト
リ
ン
ブ
ル
の
広
田
健
一
氏
を

交
え
て
、
活
用
事
例
や
問
題
点
な
ど
Ｇ
Ｐ

Ｓ
の
実
際
を
知
っ
た
上
で
、
今
後
の
営
農

に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

翌
24
日
の
特
別
講
演
で
は
、
大
川
博
文

氏
（
北
海
道
苫
前
町
・
㈲
無
限
樹
代
表
）

よ
り
、「
今
で
し
ょ
」
を
テ
ー
マ
に
営
農

の
歴
史
や
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
た
話
が
あ
っ
た
。
引
き
続

き
、
ス
ガ
ノ
農
機
㈱
制
作
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
12
弾
「
彼
女
が
決
め

た
農
業
の
道
」
を
上
映
後
、
北
海
道
土
を

考
え
る
会
中
央
支
部
の
総
会
が
開
か
れ

た
。
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
活
動
計
画

と
議
事
が
進
行
し
、
田
村
支
部
長
の
続
投

が
決
ま
り
、
閉
会
と
な
っ
た
。

▲

2015年2月23日、24日
　（北海道上富良野町）

研修会会場の様子

開会挨拶は田村良裕氏

講演&実例紹介をした村上寛貢氏

北海道中央支部メンバーを囲んでの集合写真

水田での事例紹介は水間健詞氏特別講演の講師、大川博文氏

G
P
S
っ
て
、
ホ
ン
ト
の

と
こ
ろ
ど
う
な
の
よ
?

関東甲信越
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氏
（
長
野
県
南
牧
村
）、黒
川
義
治
氏
（
新

潟
県
上
越
市
）、
小
泉
輝
夫
氏
（
千
葉
県

成
田
市
）
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
て
、
齊
藤

義
崇
氏
の
司
会
進
行
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
な
わ
れ
た
。
会
場
か
ら
の
「
ど
う

い
っ
た
と
き
に
楽
し
い
と
感
じ
る
か
？
」

と
い
う
質
問
や
「
ど
の
よ
う
な
挑
戦
を
し

て
い
る
か
？
」
と
い
っ
た
話
題
で
意
見
交

換
が
さ
れ
、
話
し
足
り
な
い
部
分
は
情
報

交
換
会
の
場
に
引
き
継
が
れ
た
。

翌
日
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
「
彼
女
が
選
ん
だ
農
業
へ
の
道
」
が
上

映
さ
れ
、
総
会
が
開
か
れ
た
。
染
野
実
会

長
の
続
投
が
決
議
さ
れ
、
新
た
に
加
わ
っ

た
会
員
が
紹
介
さ
れ
、
閉
会
し
た
。

関
東
甲
信
越
土
を
考
え
る
会
は
2
月
25

日
、
26
日
に
群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町
に

て
総
会
・
研
修
会
を
行
な
っ
た
。
関
東
甲

信
越
の
各
県
に
加
え
て
、
宮
城
、
愛
知
、

福
岡
県
か
ら
も
農
業
経
営
者
が
駆
け
つ

け
、
メ
ー
カ
ー
等
関
係
者
も
含
め
て
１
０

０
名
余
り
が
参
集
し
た
。

研
修
会
は
染
野
実
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

っ
た
。
続
い
て
、
久
松
達
央
氏
（
茨
城
県

土
浦
市
・
㈱
久
松
農
園
代
表
）に
よ
る
、「
強

い
農
業
を
つ
く
る
」
と
題
し
た
講
演
へ
。

有
機
野
菜
の
多
品
目
栽
培
を
新
規
就
農
し

て
手
が
け
て
き
た
久
松
氏
の
経
営
ス
タ
イ

ル
は
、
参
加
者
の
多
く
が
実
践
し
て
い
る

土
地
利
用
型
農
業
の
対
極
に
位
置
す
る
。

「
エ
ロ
う
ま
」
な
ど
の
鮮
烈
な
言
葉
や
商

品
を
売
る
ま
で
の
発
想
力
が
披
露
さ
れ
、

小
さ
い
経
営
の
強
み
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

続
く
実
践
発
表
で
は
、
北
海
道
で
１
ha

区
画
で
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
営
を
し
て

い
る
新
田
愼
太
郎
氏
が
登
壇
し
た
。「『
地

域
一
体
』
４
５
０
ha
ま
で
の
道
の
り
と
題

し
て
、
岩
見
沢
で
の
乾
田
直
播
の
広
域
的

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
狙
っ
て
の
乾
田
直
播
は
現
在
１
１
８

軒
に
広
が
り
、
冷
凍
食
品
向
け
の
「
大
地

の
星
」
の
産
地
と
し
て
製
品
ロ
ッ
ト
を
確

保
し
つ
つ
あ
る
。

２
名
の
講
師
に
加
え
て
、
高
見
澤
憲
一

▲

2015年2月25日、26日
　（群馬県渋川市）

関東甲信越の各地から集まった農業経営者たち

実践発表の新田愼太郎氏

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
環
境
変
化
を

追
い
風
に
変
え
る

関東甲信越

講師の久松達央氏

バトルディスカッションのパネラー陣

染野実会長の挨拶で開会
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フ
ェ
ン
ト
や
ジ
ョ
ン
デ
ィ
ア
な
ど
の
大
型

の
上
位
ク
ラ
ス
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
海
外
製

コ
ン
バ
イ
ン
へ
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ

か
、
国
産
・
海
外
製
い
ず
れ
の
コ
ン
バ
イ

ン
に
も
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
へ
の

対
応
に
つ
い
て
の
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ

た
。翌

２
日
目
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
が
上
映
さ
れ
た
後
、
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
次
期
活
動
計
画
が
話
し
合
わ

れ
た
後
、
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
た
。
永

浦
清
太
郎
氏
が
会
長
に
選
ば
れ
、
若
手
を

中
心
と
し
た
新
体
制
の
も
と
新
た
な
活
動

を
期
待
す
る
拍
手
を
受
け
て
終
了
し
た
。

東
北
土
を
考
え
る
会
の
総
会
・
研
修
会

が
３
月
１
～
２
日
に
岩
手
県
花
巻
市
で
開

催
さ
れ
た
。
東
北
各
県
の
農
業
経
営
者
、

農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
、
関
係
者
ら
約
１
２

０
名
が
一
同
に
会
し
た
。
海
外
製
ト
ラ
ク

タ
ー
や
大
型
作
業
機
を
用
い
た
作
業
体
系

を
実
践
す
る
会
員
が
多
く
、
今
回
の
テ
ー

マ
は
原
動
機
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
未
来

に
向
け
て
討
議
を
深
め
る
こ
と
だ
っ
た
。

初
日
は
只
埜
和
臣
会
長
の
挨
拶
で
研
修

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
基
調
講
演
に
は
北

海
道
よ
り
村
井
信
仁
氏
を
招
い
て
、「
土
・

生
・
耕
」
を
テ
ー
マ
に
行
な
わ
れ
た
。「
耕

す
の
は
三
相
分
布
を
調
整
す
る
た
め
」で
、

作
物
が
生
育
に
好
む
状
況
を
つ
く
る
た
め

に
活
躍
す
る
機
械
技
術
が
歴
史
を
紐
解
き

な
が
ら
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、未
来
を
語
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
へ
。

参
加
者
ら
は
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
30
～
40

分
ず
つ
討
議
を
行
な
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
、

メ
ー
カ
ー
ご
と
に
話
題
は
異
な
る
も
の

の
、
ト
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ン
バ
イ
ン
を
中
心

に
、
現
状
の
機
械
へ
の
要
望
に
始
ま
り
、

質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

各
社
の
新
商
品
や
注
目
機
が
紹
介
さ
れ

た
ほ
か
、
２
月
末
に
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ｉ
Ｍ

Ａ
展
で
の
最
新
情
報
の
報
告
も
あ
っ
た
。

▲

2015年3月1日、2日
　（岩手県花巻市）

ディスカッションに参加したメンバーでの集合写真

耕
す
事
か
ら
原
動
機
を
探
る

高
速
か
つ
精
密
な
作
業
実
現

に
向
け
て

東北

トラクターメーカー各社の技術者と５つのグループに分かれて討議した

開会挨拶は只埜和臣氏

基調講演の講師、村井信仁氏

中国四国
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リ
ー
の
上
映
後
、
総
会
が
開
催
さ
れ
、
薮

内
孝
博
氏
が
会
長
に
就
任
し
た
。

続
い
て
、
岡
山
市
の
㈱
夢
フ
ァ
ー
ム
の

圃
場
に
移
動
し
、実
演
会
が
行
な
わ
れ
た
。

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
コ
ン
ビ
ソ
イ
ラ
と
ロ

ー
タ
リ
ー
の
複
合
作
業
を
行
な
っ
た
後
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ー
ラ
ー
で
鎮
圧
す
る
畑

作
作
業
体
系
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
レ
ベ
ラ
ー
が
紹
介

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
農
場
の
奥
山
孝
明

氏
は
改
良
を
加
え
た
バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー

シ
ー
ダ
ー
や
、
モ
ミ
サ
ブ
ロ
ー
と
ハ
ー
フ

ソ
イ
ラ
、
溝
堀
機
の
複
合
作
業
体
系
が
披

露
し
た
。
ま
た
、
濱
田
氏
は
独
自
に
開
発

し
て
い
る
簡
易
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス

「A
griB

us-N
A

V
I

」
を
実
演
し
た
。
Ｇ

Ｐ
Ｓ
レ
ベ
ラ
ー
へ
の
注
目
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
作
業
支
援
へ
の
Ｉ
Ｔ
の
導
入
は

期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

3
月
５
～
６
日
に
中
国
四
国
土
を
考
え

る
会
の
総
会
・
研
修
会
が
岡
山
県
瀬
戸
内

市
に
て
開
催
さ
れ
、
関
係
者
を
含
め
て
60

名
余
り
が
集
ま
っ
た
。

田
中
正
保
会
長
に
代
わ
っ
て
、
嘉
数
末

弘
副
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、

初
日
は
講
演
か
ら
始
ま
っ
た
。
講
師
に
大

澤
信
一
氏
（
㈱
農
業
活
性
化
研
究
所
・
代

表
取
締
役
）
を
招
き
、「
Ｉ
Ｔ
を
ど
う
農

業
に
活
か
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
農
業
現

場
で
の
活
用
事
例
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

引
き
続
い
て
、
農
機
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

情
報
提
供
へ
。
井
関
農
機
「
ア
グ
リ
サ
ポ

ー
ト
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
サ
ポ

ー
ト
」、
ク
ボ
タ
「
Ｋ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」、
ヤ
ン
マ

ー
「
ス
マ
ー
ト
ア
シ
ス
ト
リ
モ
ー
ト
」
の

商
品
説
明
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
、
参
加
者
ら

に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
。
司
会
進

行
は
、
濱
田
安
之
氏
（
㈱
農
業
情
報
設
計

社
・
代
表
取
締
役
）
と
加
藤
祐
子
（
本
誌

編
集
部
）
が
つ
と
め
た
。

参
加
者
の
多
く
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
導
入
し
て
お
ら
ず
、
圃
場
管
理
シ
ス
テ

ム
の
利
用
者
も
３
名
と
限
ら
れ
た
状
況
だ

っ
た
が
、
小
区
画
の
圃
場
が
多
く
管
理
圃

場
が
４
０
０
枚
を
超
え
る
と
回
答
し
た
参

加
者
も
多
く
、
圃
場
管
理
へ
の
Ｉ
Ｔ
の
導

入
に
は
関
心
が
高
か
っ
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
半
に
、
濱
田

氏
よ
り
、
農
業
機
械
の
情
報
通
信
に
つ
い

て
日
本
で
の
標
準
規
格
の
動
向
と
世
界
の

状
況
が
紹
介
さ
れ
た
。

翌
日
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

▲

2015年3月5日、6日
　（岡山県瀬戸内市、岡山市）

圃場実演後の集合写真

奥山孝明氏が改良した麦・乾直用の
バーチカルハローシーダー

Ｉ
Ｔ
で
農
業
は

ど
う
変
わ
る
？

中国四国
開会挨拶は嘉数末弘氏

モミサブロー＋ハーフソ
イラ＋ロータリー溝掘機
の複合作業

農業での情報通信の最新動向を
伝えた、濱田安之氏

講演でＩＴ活用の実例を紹介した
大澤信一氏


	P071
	P072_073
	P074_77

